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遺跡から何を掘り出すのか？ 

まほろん館長 石川 日出志 

 

 

１． 考古学とは？ 

（１）考古学における歴史復元は、考古学的事実に基づいて行われる。 

その考古学的事実は，遺物・遺構・遺跡に存し，それらは主に発掘調査によって得られる。 

 

（２）遺物・遺構・遺跡とは  【１】 

  ・遺物： 発見された場を離れてもその基本的性質を失わないもの。土器・石器など。 

  ・遺構： 発見された場を離れるとその基本的性質を失うもの。住居跡・墓など。 

  ・遺跡： 遺物や遺構が存在する場。 

 

（３）発掘資料と骨董品の違い 

  ・発掘資料には、遺跡の中の情報がともなう。 

     

２．発掘されたモノを歴史資料にする方法 

＊歴史学では、５W１H（いつ when、どこで where、だれが who、何を what、なぜ why、どの

ように how）を確かめ、問う。 

＊＊考古資料を歴史資料にするには、５W１Hのうち、いつ when＝時間、どこで where＝空間、

だれが who＝名前、を定める必要がある。 

 

（１）いつ？： 時間を定める＝遺跡に残された時間情報 

①．同時に遺跡に残されたもの＝「一括遺物」  【１】  

   ａ：一緒にそこに残されたことが明らかなもの＝その時点の同時性 

   ｂ：古いものが混じる場合があることに注意 

     → 同時に残された実例が多数あれば「同時性」はより確かなものとなる。 

   ｃ：古いものが混じる実例にも意味がある場合がある。 

 

②．古いものと新しいものの順序が分かる＝「層位」 

 ａ：なぜ，過去のモノが土の中に埋もれるのか？ 【２】 

【導入】 考古学者は、遺跡から何を掘り出しているのでしょうか？ 土器、土偶、埴輪、住居跡、 

  古墳・・・。しかし、この答えでは、間違いではないけれど、正解とは言えません。 

では、発掘品と骨董品との違いは何でしょうか？ じつはこの違いが重要なのです。土の中

から掘り出された資料には、それが遺跡の中にあった状態に関する様々な「情報」が伴ってい

ます。こうした「遺跡の中での情報」こそが、掘り出しただけでは単にモノでしかないものを、

過去の人類の姿を復原するための歴史資料にするのにとても重要なのです。いろんな遺物や遺

構が土中に埋もれた状態の情報を丁寧に掘り出し、それを図面や写真などで細かく記録するの

が発掘なのです。 
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     ・過去の地面・場を埋没させる自然現象と人為活動 

       

     ・人の活動の蓄積で埋もれていく 

 

   ｂ：「地層累重の法則」（地質学）の応用 

     ・自然に堆積した「地層」の重なりでは，下の「地層」が古く上の「地層」が新しい。 

      →「基本的に」下の「土層」にあるモノが古く，上の「土層」にあるモノが新しい。 

        ＊隣接地にある古いモノが紛れ込む可能性は考慮する必要がある。 

 

  ｃ：遺跡内で重なる土層の上下に数値年代を与えることもできる。 【３】 

    ・二種類の数値年代： 暦年代と理化学的年代 

 

 ③．層位の応用： 人間の構築物が重なる場合＝「切り合い」 【４・５】 

     ・遺跡内で，二つの遺構が重なる（重複する）場合，その二つには必ず前後がある。 

     ・しかも，そこには，古い遺構が埋没する過程（時間）も介在する。 

 

（２）誰が？： 名前を付ける＝分類する 【６】 

   ①．狭い地域の中で，「一括資料」と「層位」の確認を繰り返すと，遺物の特徴のまとまりが

見えてくる。これを，ある地域の，ある時期の標準とする。土器の場合はこれを「土器型式」

と呼ぶ。 

  ②．同じ作業を各地で行うと，地域ごとの対比や相関が描ける。  

 

（３）どこに？： どこの遺跡で？ 遺跡・遺構のなかのどこに？ 

  ＊以上のことは，各地で発見される遺物・遺構の年代判別や相互関係を考える標準をつくる

作業だが，実際には各遺跡の個別の事例に注目して議論を組み上げることも行う。 

  ・事例１：藤原京跡（奈良県）の土坑内で発見された富本銭・水晶内蔵須恵器 【７】 

       （参考）富本銭＝和同開珎に先行して発行された日本最初の方孔円形の銭貨。     

・事例２：山田水呑遺跡（千葉県）の竈（かまど）袖から出土した刀子 【７】   

   （参考）竈＝住居に設けられた炊飯施設。袖＝竈の本体部分。刀子＝携行ナイフ。 

  ・事例３：雪野山古墳（滋賀県）の埋葬施設で出土した銅鏡（三角縁神獣鏡と倣製鏡） 【８】   

（参考）三角縁神獣鏡＝魏の銅鏡。倣製鏡＝後漢鏡を倭国で模倣製作した銅鏡。 

・事例４： 竪穴住居とそこから出土した土器群の関係 【９】 

    

３．結論 

＊もっとも重要なのは，遺跡内に残された，遺物と遺物，遺物と遺構，遺構と遺跡の関係を把

握し，それを誰もが確認できる記録に残すこと。 

発掘は，事件・事故の現場検証と酷似する。現場検証は記録がないと証拠能力はない。 
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Al:斜面が浸食されて下流に堆積する

DIGG!NG PITS

ACCUMULAT10N

MAKING STRATA

・
  ~ 

・ ・`
・ .._,

雨・風が運ぶ 植物が枯れる

r^tヽ
′

しr

令

ヽ

動物が巻き上げる
過去の堆積

A2:平坦地でも堆積は起こる  (石川図)

A3:遺跡では人為的に土地が掘られ,堆積 (層)をつくる

地層 腱土層の堆積が起こるメカニズム

(Edwttd c.Harris 1979乃 1ゴ″θ奉′σ oFル泌2θ。′。gi“′s`″ιゴyaβめ% Ac)adttic Press)

C

、
'0.

Spccimcn scction through soil strata o[ a
frcqucntly inhabited site.

rEY
L Modcrn top soil.
2. Dcbris from scvcntcenth century building de-

stroycd by fire.
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10. Third to fourth century Roman levels.
ll F-"p14 ccntury Roman rubbish pit.
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13. Natural gravcl.
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堅穴住居の発掘 (千葉県東金市山田水呑遺跡 :奈良・平安時1｀ノ
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東中根式土器

名づける=(土 器)型式

各地の遺跡で一括遺物や層位を比較検討して,地域と時期を見分ける「型式」を定める

(上 :『弥生式土器集成資料編 1』 1958年 ,下 :『勝田市史資料編別編Ⅱ』1979年 )
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扉野    2007年 (平成1 9年)11月 30日
凛 月 Eヨ 実 斤

藤原宮跡

ラ ツパ状の口に

富本銭が 9枚あ

うた =29日 、奈

A「地鎮具」という判断   第Ⅳ期

千葉県東金市山田水呑遺跡

議 霞ニ    ヱ習 _ 秦 ル 燿鋼

200ワ 年 (平成19年)ll月 30日 (金曜日)

Eョ  富 本 銭  最 古
畷夕の貨 幣で、 日本書
紀 に 683年、 「今 よ り
以後、必ず銅銭 を用 い
よ」 と記された銅銭 に
あたる。 1998年、奈良
県明 日香村 の飛鳥池遺
跡で大量 の未完成 品や
失敗作 、鋳造跡が見つ
か った。

5Cm 鉄製刀子

道
具
の
貨
幣
・水
晶
入
り
つ
ば
出
土

日
本
最
初
の
都
城
の
中
枢
、

藤
原
富
跡

（奈
良
県
留
鷹
市
、

６
９
４
～
７
■
０
）
で
、最
古
の

貨
幣
の
富ふ
期
鐵
と
水
晶
を
た
れ

た
つ
ば
が
出
土
し
、
奈
良
文
化

財
研
究
所
が
２９
日
、
発
表
し

た
。
富
殿
建
設
の
無
事
を
祈
る

地
鎮
の
道
具
と
み
ら
れ
る
。
周

囲
に
四
つ
の
柱
穴
も
あ
っ
た
。

富
殿
の
地
鎮
跡
と
し
て
は
最
古

と
い
い
、
日
本
書
紀
の
記
述
に

も

一
致
す
る
。
同
研
究
所
は
、

四
隅
に
青
竹
を
立
て
る
な
ど
す

る
現
代
の
地
鎮
祭
の
ル
ー
ツ
だ

ろ
う
と
し
て
い
る
。

天
皇
が
執
務
し
た
バ
臓
麗
を

取
り
囲
む
回
廊
跡
で
見
つ
か
っ

た
。
柱
穴
は
周
囲
約
１
研
四

方
。
つ
ぼ

‐‐を
棚
む
よ
う
に
造
っ

た
仮
の
施
設
で
地
鎮
祭
を
し
た

ら
し
い
。　
　
　
　

‐

つ
ぼ
は
、
ラ
ッ
パ
状
の
国
が

つ
い
た
須
恵
器
の
判
枷

（直
径

約
２０
考
、
高
さ
約
１４
考
）
。
こ

の
口
を
数
枚
の
銅
銭
や
土
が
ふ

さ
い
で
い
た
た
め

，
Ｘ
線
コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影

（
Ｃ

Ｔ
）
装
置
で
内
部
を
透
視

・
分

析
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
に
あ

っ
た
の
は
富
本
銭
９
枚
で
、
本

体
内
に
は
六
角
柱
状
の
水
晶
９

個
が
あ
る
と
わ
か
っ
た
。

・同
研
究
所
の
松
村
恵
司

・
考

吉
第

一
研
究
室
長
は

「国
家
に

よ
る
地
鎮
の
実
態
が
明
確
に
な

っ
た
。
こ
の
時
の
儀
式
が
後
の

」地
鎮
祭
の
起
源
で
は
な
い
か
」

と
話
す
。

●
　
　
　
◇

現
代
日
本
で
は
、
９
は

「苦
」

と
し
て
嫌
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る

一
が
、
中
国
で
は

「永
久
」
の

Ｌ
久
」
と
同
じ
発
音
の
た
め
、

‐縁
起
の
い
い
数
字
と
い
う
。
陰

陽
道
で
も
９
は
陽
数

（奇
数
）

の
極

（最
高
の
数
字
）
と
さ
れ

る
。
森
郁
夫

・
帝
塚
山
大
学
教

授

（歴
史
考
古
学
）
は
「９
と
い

う
数
が
重
な
り
あ
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
み
て
も
、
こ
の
地
鎮
祭

は
陰
陽
道
に
従
っ
て
執
行
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
」
と
み
る
。

一
鸞
尉
藩ヽ
遠ゎ
勢

・
大
阪
市
立
大

大
学
院
教
授

（日
本
古
代
史
）

は

「土
地
の
神
に
多
く
の
宝
物

を
献
ず
る
、
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
の
で
は
」
と
話
し
て
い
る
。

た
だ
、
水
晶
や
貨
職

らを
に地
じ鎮

に
用
い
る
こ
と
は

「陀
羅
尼
集

穣

な
ど
の
仏
多甦

典
に
む
登‐

場
す
る
。
同
研
究
所
は

「最
古

の
富
殿
地
鎮
祭
は
、
仏
教
や
道

教
、
陰
陽
道
な
ど
様
々
な
要
素

が
混
在
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
」

と
推
測
し
て
い
る
。

（渡
義
人
）

言E(かまど)
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集落今休図 (発掘区域のみ):第 Ⅳ期<9世紀前半>

B単なる刀子 (ナイフ)ではない

(山田水呑遺跡調査会1977『山田水呑遺跡』より作成)
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発掘 :遺跡での「状況 context」 が重要 (2)
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竪穴住居から多量の土器が出たとしても意味が違う !

床面の土器と埋め土中の土器
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